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研究成果の概要（和文）：子どもと絵本(本)のかかわりに着目し、幼児期から小学校低学年期の
絵本(読書)体験と「ことばの力」との関連を検討した。幼児期では家庭と園での絵本体験量と
「ことばの力」との顕著な関連は見られなかったが、小学校では読書量の多い女児は概して「こ
とばの力」も高かった。ただし、２，３年生で優れて「ことばの力」が高いと評定された女児
では、自分で選んだ本をじっくり読むという、量よりも質を重視した「自ら本の世界を楽しむ
力」が「ことばの力」と関係していた。 

 
研究成果の概要（英文）：In this study, I examined the relationship between “the abilities 
of Language”and picture-book experiences from kindergarten to the lower grades of 
elementary school. In the kindergarten days the remarkable relationships between “the 
abilities of Language”and the amount of picture-book experiences both at home and in 
the kindergarten were not seen. But in the elementary school days, girls who read many 
books had more than average “abilities of Language”. The second- and third-grade girls 
who had the excellent“abilities of Language”emphasized quality of books rather than 
quantity of reading books and had “the power of enjoy the world of books by themselves”. 
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１．研究開始当初の背景 

(1)現代社会が求める「ことばの力」の育成 
 平成 20 年３月、「学習指導要領」の改訂が
告示された。この改訂の大きな改善事項の１
つに｢言語活動の充実｣がある。これに先だち、
平成 17 年７月に成立した「文字・活字文化振

興法」では、｢言語力｣の育成が急務とされた。
｢言語力｣とは読み書きだけではなく、伝える
力や調べる力なども含めた｢ことばの力｣であ
る。｢ことばの力｣をはぐくむために｢言語活
動｣を豊かにすることが、今、日本の教育に求
められているのである。 
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｢言語活動｣を充実させるための方策も提言
されている。その中心にあるのが｢本｣である。
｢「文字・活字文化振興法」では、図書館の充
実を国と自治体に求めている。｢学習指導要
領」においても、読書活動の推進や学校図書
館の活用が挙げられている。 

(2)絵本(本)がはぐくむ「ことばの力」 
子どもが初めて出会う本は、絵本である。

近年、日本では、乳児期早期からの絵本との
出会いが一般的となった（横山,2006）。絵本
の読み聞かせの効果研究は、国内外で蓄積さ
れており、言語発達への有効性が指摘されて
いる（Fletcher & Resse,2005）。しかし、従
来の研究はテスト場面での能力検査が主であ
り、子どもが生活する場を対象として「こと
ばの力」を取り上げた研究は見られない。そ
れゆえ、子どもと絵本とのかかわりを生活の
場から丁寧に描き出し、｢ことばの力｣の育ち
との関連を明らかにしていく実証研究が求め
られる。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、子どもと絵本(本)のかか
わりに着目して、幼児期と小学校低学年期を
つなぎ、絵本(読書)体験と｢ことばの力｣との
関連を明らかにすることである。具体的には、
以下の３点を明らかにする。 
(1)小学校低学年期における｢子どもと絵本
(本)のかかわり｣の実態 
小学校入学後３年間の、子どもが絵本(本)

とかかわる姿の発達的変化を描き出す。 
(2)小学校低学年期における｢子どもと絵本
(本)のかかわり｣と｢ことばの力｣の関連 
本研究では｢ことばの力｣として以下の７

つを考える (松川・横山,2005)。まず、読み
書きの前提としての①｢聞く力｣と②｢話す
力｣、次に①②の力を基に自分の言いたいこ
とを聞き手にしっかりと③｢伝える力｣、そし
て幼児期後半になるとその萌芽が見られる
④｢読む力｣と⑤｢書く力｣、および本を使って
⑥｢調べる力｣、さらに⑦｢自己を調整する力｣
である。 
(3)幼児期と小学校低学年期の｢絵本(本)と
のかかわり｣及び｢ことばの力｣の関連 
幼児期の３年間を縦断的に追い、絵本体験

と｢ことばの力｣の関連を検討してきた対象
児（平成 18～20年度科学研究費補助金(基盤
研究(C)）課題番号 18530513、研究課題名「こ
とばの力」をはぐくむ幼児と絵本のかかわり
に関する研究)を、引き続き研究対象とし、
小学校入学後の３年間を追跡調査すること
で、６年間にわたる子どもの絵本体験及び
｢ことばの力｣の発達的変化をみる。 
 
３．研究の方法 
(1)研究協力者 

2009年４月にN県内のN小学校に入学した

小学校１年生(100名)と担任教師、及び１年生
の観察クラスの保護者。１学年３クラスの内、
学年ごとに観察に継続的に入る１クラスを学
校と相談の上、決定した。各学年とも33名（男
16名，女17名）のクラスが対象となった。ただ
し、進級時には毎回クラス替えがあり、３学年
とも同一のクラスではない。また、担任教師も
替わった。 
(2)絵本(本)体験 
①学校での絵本(本)体験  
(a)観察：原則として、各学年４月～３月ま
で週１回、朝の会(８時 30 分)から下校時ま
で観察を行い、フィールドノーツに文字記録
をとった。教室内の｢読書環境(学級文庫の本
棚の本の｢書名｣)｣を記録するとともに、子ど
もの「読書行為」(子どもが自発的に絵本(本)
をよむ場面)を重点的に記録した。 
(b)読書記録  
・｢図書室で借りた本｣：週１回の｢読書の時
間｣に図書室で借りた本の｢書名｣を図書カー
ドから記録した。 
・｢読書マラソン｣：２，３年生では、学校内
外で読んだ本(読み聞かせを含む)の｢書名｣
｢読み終わった日｣｢ページ数｣｢おもしろさ｣
を綴った読書記録を分析した。 
(c)担任教師へのインタビュー：毎学期終了
時、各学年３回ずつ実施した。｢生活｣｢絵本
(本)とのかかわり(読み聞かせ・学級文庫)｣
｢ことば・文字の習得｣について尋ねた。 
②家庭での絵本体験 
 １年生の観察クラスの保護者(母親)33 名
を対象に３月中旬に質問紙調査を行った(回
収数 19，回収率 57.8%）。｢絵本好意度｣｢読
み聞かせ｣｢蔵書数｣｢ひとりよみ｣｢入学後の
変化｣について尋ねた。  
(3)ことばの力 
 各学年年度末の教師へのインタビューで、
年間を通して読書量が多かった子どもと少
なかった子ども、男女各３名(計 12 名)を抽
出し、以下の３点から総合的に｢ことばの力｣
を評定した。①研究者が捉える｢ことばの
力｣：｢国語｣の時間を中心とした授業観察か
ら研究者が捉えた力（発言・作文）、②教師
の捉える｢ことばの力｣、③テストで捉える
｢ことばの力｣：主に｢国語｣を中心とした学力
について検討した。 
 
４．研究成果 
 ここでは小学校低学年期の(1)絵本(本)体
験の実態を明らかにした上で、(2)｢ことばの
力｣に関して、①小学校低学年期の絵本(本)
体験、②幼児期の絵本(本)体験、及び｢こと
ばの力｣との関連についてみていく。そして
最後に(3)総括として、本研究の意義と今後
の展望をまとめる。 
(1)絵本(本)体験 
①学校での絵本(本)体験  



 

 

(a)読書環境  

・「学級文庫」：＜１年生＞ 教室後方のロッカ
ーの上の本箱に４種類の本（｢ひらがな･こと
ば｣｢物語絵本｣｢幼年童話｣｢科学絵本・図鑑｣）
が 60～80 冊程度入れられていた（Table１参
照）。｢物語絵本｣が最も多く、全体の４割以上
を占めた。｢ことば｣と｢物語絵本｣は学期によっ
て入れ替えられた。 

 ｢ひらがな･ことば｣｢物語絵本｣の大半は、低
学年国語科の教科部会の教師が選書した絵本
であり（各 22冊程度）、｢物語絵本｣のみ学期ご
とに入れ替えられた。｢幼年童話｣｢科学絵本・
図鑑｣は担任教師の選書であり、２学期以降｢国
語｣の物語文等の学習に対応して、追加された。 
 

Table １ １年生の学級文庫の本の種類（冊） 
１学期 ２学期 ３学期

ひらがな・ことば 22 29 30

物語絵本 29 31 34

幼年童話 7 6 9

科学絵本・図鑑 6 6 7

合　計 64 72 80  
 
＜２年生＞ 教室後方のロッカーの上には本立
てが置かれ、掃除ロッカーの横には本箱（２段）
が設置されていた。全体で 150 ～200 冊近い
絵本が置かれていた。ロッカー上は「物語絵本」
が中心で、教師がクラスで読んだ絵本や同一著
者のシリーズ絵本が並べられていた。これらは、
学期によって入れ替えられた。１学期は｢あき
やまただし｣の『たまごにいちゃん』シリーズ、
２学期は｢宮西竜也｣、３学期は｢レオ=レオニ｣
の絵本が置かれていた。 

 担任教師の選書の絵本だけではなく、１週間
に１度｢図書係｣が 10 冊ずつ絵本や本を図書室
から借りてきて、ロッカー上に並べていた。 

本箱の本は年間を通して、入れ替えはほとん
どなく、国語教材（『かえるくんとがまがえる
くん』シリーズ）と関連する本などが置かれて
いた。 

＜３年生＞ 教室後方のロッカーの上に 60 冊
前後の本が置かれていた（｢幼年童話｣、｢ディ
ズニー｣9 冊、｢はじまりの物語｣9 冊、｢伝記｣2
冊程度）。絵本は置かれておらず、年間を通し
て、本の大きな入れ替えはなかった。 

・「教師による読みきかせ」：１，２年生では、
担任によるクラス全体への絵本(本)の読み聞
かせが行われていた（Table２，３参照）。 

＜１年生＞ ほぼ毎日、１日に１冊、絵本が読
まれた。読む時間帯は特に決められていなかっ
た。ただし、１，２学期は｢授業内容の導入｣や
｢授業時間の調整｣として読まれることが多か
った。しかし、３学期になると｢帰りの会｣に定
着した。読まれる絵本は｢物語絵本｣が中心で、
全体の７割以上を占めた。 

＜２年生＞ 観察日の７割程度で読み聞かせが
行われた。学期が進むにつれ、回数が減少し、

特に３学期後半は回数が減った。１日にほぼ１
冊、ただし、日によっては数冊、絵本が読まれ
た。読む時間帯は、授業開始時や終了時、下校
前など、その日の授業の流れに応じて読まれた。
読まれる絵本は、季節や学習内容（特に国語）
と関連の強い本が多く読まれた。 
 

Table ２ 教師の読み聞かせの時間帯（回） 

１学期 ２学期 ３学期 合計 １学期 ２学期 ３学期 合計

1 0 0 1 5 1 0 6

前 1 3 0 4 6 6 2 14

中 0 0 0 0 0 0 0 0

後 4 7 0 11 1 3 1 5

6 5 7 18 0 0 0 0

0 1 1 2 2 4 4 10

12 16 8 36 12 10 3 25

観察日数（日） 12 16 8 36 11 13 7 31

な　し

１年生 ２年生

朝の会

時
間

授
業

帰りの会

合　計（冊）

 

Table ３ 観察日に教師が読んだ本の種類（冊） 

１学期 ２学期 ３学期 １学期 ２学期 ３学期

ひらがな・ことば 2 1 0 1 0 0

物語絵本 8 11 6 9 10 3

幼年童話 0 1 0 2 0 0

科学絵本・図鑑 1 3 1 0 0 0

その他 1 0 0 0 0 0

合　計 12 16 7 12 10 3

１年生 ２年生

 

(b)絵本(本)とのかかわり 
 １，２年生では、授業時間内外に、教室で、
学級文庫の本や｢図書の時間｣に借りた本な
ど、子どもたちが自ら絵本(本)を手に取る様
子が頻繁に見られた。３年生では、そうした
姿はあまり見られなかった。そこで、ここで
は１，２年生の結果を中心にみていく。 
・「時間帯」：１，２年生とも課題が早く終わっ
た子どもに教師が本を読んで待つように求め
る｢授業時間内｣（課題遂行に要する時間の個人
差への対応）と子どもが自発的に読む｢休憩時
間｣があった（Table４参照）。 
 
Table ４ 観察日に子どもが学級文庫の本を手
にした時間帯（回） 

１学期 ２学期 ３学期 １学期 ２学期 ３学期

授業時間 5 8 1 9 13 5

休憩時間 6 12 1 10 13 7

その他 1 1 0 2 2 0

合　計 18 21 2 21 28 12

な　し 6 3 7 0 0 0

観察日数（日） 12 16 8 11 13 7

１年生 ２年生

 
 
＜１年生＞ ３学期に両時間ともかかわりが顕
著に減少した。読み方は、１学期と２学期以降
で変化した。１学期は男女とも、｢ことば｣の絵
本を複数の友だちと声を出して読むことが多



 

 

かった。２学期になると、女児を中心に個別の
｢物語絵本｣を１，２人で黙読することが多くな
った。 

＜２年生＞ 子どもが絵本を手にする量に学期
による違いはなかった。年間を通して、子ども
が絵本(本)を手に取らない日はなかった。 
・「読まれる絵本(本)」：１，２年とも教師が読
み聞かせを行った本、及びそのシリーズ、同一
作者の作品が最も多かった。 

・「図書室で借りた本」：１，２，３年生とも『か
いけつゾロリ』(原ゆたか)シリーズは男女を問
わず、非常に人気が高かった。１，２年生では、
『キャベたまたんてい』(三田村信行)シリーズ
の人気も高かった。 

友だちが借りた本を借りることが多いこと
も、３学年に共通していた。クラス内で同一の
本が巡回して貸し出されていた。また、２年生
では、教師がクラス全体で読んだ絵本は、読ま
れた時期に集中して貸出が増えていた。 

②家庭での絵本体験 
「家庭での絵本体験」を問う質問紙調査(１年

生の３学期末に実施)の主な結果を、以下にまと
めた。 
(a)絵本好意度：｢とても好き｣19人中７人
(36.8%)、｢好き｣８人(42.1%)。全体の８割近
くが、絵本に対して好意的であった。 

(b)読みきかせ：実施の有無：｢している｣15人
(78.9%)、｢就学前まで｣４人(21.1%)。頻度:｢週
に１回｣が最も多く５人(26.3%）、｢したことは
ある｣４人(21.1%)。就学後も、読み聞かせを行
っている家庭は８割近くあった。しかし、その
頻度は低くなっていた。５歳児３学期実施の同
内容の調査では、最も多いのは｢週に2,3回｣が
37.1%であり、｢週に１回｣は20.0%、｢したこと
はある｣14.2%であった。 
(c)ひとりよみ：頻度:｢ほとんど毎日｣６人
(31.6%）、｢週に2,3回｣５人(26.3%）。 
(d)入学後の変化：読みきかせ:｢減少｣10人
(52.6%)、ひとりよみ:｢増加｣10人(52.6%)。 
以上の結果から、就学後、１年生の学年末に

は、実際の体験も母親の意識においても、子ど
もの絵本(本)体験は、｢よみきかせ｣から｢ひとり
よみ｣へと移行しつつあることが分かる。 
③まとめ：小学校低学年期の子どもと絵本
(本)のかかわりの実態  
 家庭では、就学後、親が子どもに絵本を読
む機会は減少し、小学校１年生の学年末には、
子どもの「ひとりよみ」へ移行しつつあった。 
一方、それを補うように、１，２年生では、

教師が教室内に絵本(本)環境を整え、クラス
全体への読み聞かせを頻繁に行っていた。さ
らに、子どもが自分で絵本を手に取る｢ひと
りよみ｣の時間も確保していた。 
実際に、子どもが絵本(本)を手にとる様子

を見ると、教師が読み聞かせを行った本やそ
のシリーズ、友だちが借りた本などを手にす
ることが多かった。それゆえ、この時期の子

どもと本の出会いには、｢人(教師･友だち)｣
の媒介が重要であることが指摘された。 
３年生になると、教室内での絵本(本)との

かかわりは減少した。学級文庫の図書も限定
的なものとなり、授業時間内に本と接する機
会も減った。その背景には、子どもの発達の
違いの他に、教師の本に対する思いや教育的
価値の置き方の違いもうかがえた。子ども自
らの興味のもとに、本を読むこと(ひとりよ
み)が求められていた。 
１，２年生の教師は、絵本(本)への思いや環

境構成のあり方には共通点も多く、子どもの
絵本(本)とのかかわり方にも共通した姿が
見られた。しかし、子どもがどのような絵本
(本)と出会い、かかわるかといった体験内容は、
教師の選書に規定されるところが大きかった。
いずれにおいても、子どもの読書経験を形づく
る教師の役割の重要性が指摘された。 
なお、質問紙の回収率が低かったこともあり、

学校での絵本(本)体験と家庭での体験との関
連は、見いだすことができなかった。 
(2)｢ことばの力｣ 
 本研究では、各学年末に、年間の読書量を
基準に、冊数が多い子どもと少ない子どもを
男女各３名ずつ、計 12 名を調査対象児とし
て抽出した。対象児に対しては、７つの力か
ら捉えた｢ことばの力｣(聞く・話す・読む・
書く・伝える・調べる・自己を調整する）に
ついて、｢研究者｣｢教師｣｢テスト｣の３つの観
点から、総合的に評定した。 
①小学校低学年期の絵本(本)とのかかわり
と｢ことばの力｣の関連 
(a)家庭での絵本(本)体験との関連  
１年生の学年末に実施した質問紙調査は、

回収率が低く、読書量の少ない子どもの回答
が得られなかったこともあり、関連をみるこ
とはできなかった。 
(b)学校での絵本(本)体験との関連 
＜１年生＞ 全般的には、本とのかかわりと
「ことばの力」には関連はみられなかった。 
絵本とのかかわりが多かった子どもの中

には、「文字習得（読む力・書く力）」が他児
に比べてゆっくりとした男児 A も含まれた。
｢聞く力｣｢話す力｣｢伝える力｣も高くはなく、
生活習慣の形成に課題を抱えていた。 
絵本中心の学級文庫の本は、文字量も少な

く、文字に興味を持ち始めた｢文字習得期の
子ども｣にとっては手に取りやすいようだっ
た。特に１学期は、｢ひらがな・ことば｣の絵
本を囲んで、友だち数人と、声に出して読む
姿が男児 Aにも頻繁に見られた。休憩時間に
も、自ら絵本を手にする姿が見られ、絵本に
対する興味の高さがうかがえた。絵本を一緒
にみる友だちの存在も大きかった。小学校に
入学し、｢絵本のおもしろさ｣に開かれた子ど
もの例といえる。 
一方女児(B･C)では、読書量の多い子ども



 

 

は、｢ことばの力｣も高いと評定された。１学
期は、どの子どもも教師が読んだ｢ひらがな･
ことば｣の絵本やそのシリーズを手にするこ
とが多かった(例：｢へんしんシリーズ｣あき
やまただし)。しかし２学期になると、休憩
時間に｢童話｣の本を読む女児の姿が見られ
るようになった。友だちと異なる本を１冊ず
つ、机を並べて読むのである。女児 Bは、幼
稚園の５歳児でひらがなの｢読み｣｢書き｣を
ほぼ習得しており、１年生の｢国語｣｢生活｣で
も主述がはっきりとした文を、複数綴ってい
た。｢書く｣こと、｢読む｣ことが好きで、図書
の貸出においても文章主体の本を借りてい
た。体育も得意で、授業中の発言も多く「伝
える力」も十分に発揮していた子どもであっ
た。また｢自己を調整する力｣も高く、友だち
からの信頼も厚かった。 
しかし、女児 Bとほぼ同様の姿を見せなが

らも、｢伝える力｣を発揮しにくい女児 Cもい
た。｢読む力｣｢書く力｣に関しては、国語の教
科書などもすらすらとつかえずに読む、形の
整ったしっかりとした文字を書くなど、高い
評価を得ていた。友だちとのやりとりでは、
自分の思いをはっきりと｢伝える｣姿も見ら
れた。しかし、授業の発表場面では、挙手自
体が少なかった。担任教師によれば、女児 C
は慎重な性格で、間違うことを恐れて、正解
が求められることが多い、多人数を前にして
の発表は、なかなか難しいとのことだった。
こうした女児 Cの事例より、｢ことばの力｣を
外に発揮する力の育ちも重要であることが
指摘された。 
＜２年生＞ １年生との大きな違いは｢読書
マラソン｣(読書記録)が導入され、子どもた
ちが読書量の多寡を競いあったことである。
冊数を競うため、文字量の少ない絵本を好ん
で読む子どもも男女を問わず多くいた。本へ
の興味をもたせ、本を手にとる｢読書の入り
口｣としては有効な取組みであった。しかし、
文章主体の本をじっくり味わうといった｢読
書の広がりや深まり｣へと展開させていくこ
とは難しいようだった。 
しかし、冊数を多く読むことは文章を多く

読むことである。読書量の多い女児は、概し
て｢ことばの力」も高いと評定された。 
ただし、読書冊数の多い男児の中には、幼

児期の｢絵本体験｣と｢ことばの力｣が高くは
なかった男児 Dも含まれていた。彼は、年間
を通して同じ絵本のシリーズ（｢デイビッド･
シリーズ｣デイビッド・シャノン）を繰り返
し読んでいた。このシリーズは、文字数が少
なく、絵主体の絵本である。大人が望む子ど
も像を打ち破る｢デイビッド｣は、子どもたち
の共感をよび、教師が１学期にクラスで読ん
だ直後は、学級文庫の本を奪いあったり、読
む予約を入れあうほどの人気を博した。しか
しその人気は、一時的なものであり、多くの

子どもはデイビッドを卒業し、他の本へと移
行した。だが男児 Dは、年間を通して繰り返
し読み続けた。そのため、Dといえば｢デイビ
ッド｣とクラスの誰もが認知するほどだった。
担任教師は｢幼いがゆえのこだわり｣と感じ
ていた。しかし｢デイビッド｣が男児 Dの心の
拠り所であり、クラス内に彼の居場所となっ
ていることも確かであった。 
冊数の多寡が競われているときも、心から

の｢本好き｣や、優れて｢ことばの力｣が高い子
どもは、冊数を気にせず、人を介さず、自分
で選書した本(多くが文章主体)を読んでい
た。１年生の時、｢ことばの力｣が高いと評価
された女児 Bは、２年生でも優れて「ことば
の力」が高いと評価された。特に、ものごと
の要点を捉えて自分独自のことばで｢書く
力｣は群を抜いていた。しかし、読書量(冊数)
では中間層に位置していた。読む本も、他の
子どもが、教師が読んだ本や友だちが借りた
本を読んでいるのに比べ、自分で選んだ本だ
った。 
同様に女児 Eも、展開がおもしろく、かつ、

まとまりのある文章を｢書く力｣と長い文章
の本を｢読む力｣を備えていた。しかし、数多
く読むことには興味がないようで、読書冊数
では、女児 B同様、中間層に位置していた。 
 これらの女児の事例をみると、本とのかか
わりを考えるとき、接触量だけではなく、質
を捉えることの重要性が強く指摘される。 
 なお２年生の担任は、低学年国語科の教科
部会の教師であり、学年全体の選書も担当して
いた。絵本(本)をクラス運営の重要な柱として
捉え、学級文庫も充実していた。学習になじみ
にくい子どもの支援にも、絵本を用いた。子ど
もたちの頑張りに応えて好きな絵本の読み聞
かせを行うなど、子どもたちのなかに絵本(本)
が楽しみの体験として根付いてもいた。 

｢読書マラソン｣の導入は、｢読書の時間｣を
担当する教師によるものであり、担任教師の
発案ではなかった。純粋な本への興味ではな
く、何か(記録)をするために、本を読むこと
には抵抗を感じると話していた。しかし、「絵
本(本)が読める環境」(手に取れる豊富な絵
本(本)・選書の適切さ・時間の確保)が整備
されていたからこそ、子どもたちは競って本
を手にとることができたともいえる。問われ
るべきは、絵本(本)との出会いを果たした後
の広がり、深まりへの橋渡しあろう。いずれ
にせよ、子どもと絵本(本)をつなぐ、教師の
役割の重要性があらためて確認された。 
＜３年生＞ 教室での学級文庫とのかかわり
が減り、子どもと絵本(本)のかかわりは、図
書室で借りる本が中心となった。２年生同様、
｢読書マラソン｣を意識して、｢読書の時間｣に
友だちが借りた絵本を中心によみ、読書冊数
を稼ぐ子ども(主に男児)と、冊数を気にせず、
じっくり自分の好きな本を自分のペースで



 

 

読んでいく女児の２群が特徴的に見られた。
｢ことばの力｣が高いと評価されたのは、後者
の女児である。この結果から、２年生と同じ
ように、本とのかかわりの質が｢ことばの力｣
と関連することが指摘された。 
③幼児期と小学校低学年期の｢絵本(本)との
かかわり｣及び｢ことばの力｣の関連 
 幼児期においても、家庭での｢絵本体験｣の
豊かな幼児は、園で発揮する｢ことばの力｣も
高かった。小学校低学年期においても、幼児
期に｢ことばの力｣が高いと評価された子ど
もは、全般的に｢ことばの力｣が高かった。そ
の中でも、優れて｢ことばの力｣が高いと評価
された女児(B･E)は、小学校低学年期の絵本
(本)とのかかわりの特徴である「人を介した
本との出会い」を必要とせず、自ら本を選び、
｢自分で本の世界を楽しむ力」を備えた子ど
もであった。 
(3)総括：本研究の意義と今後の展望 
本研究の最も大きな意義は、幼児期に引き

続き小学校低学年期においても、子どもが絵
本(本)と出会うためには、子どもと絵本(本)
をつなぐ「人(教師・友だち)」の存在が、き
わめて重要であることを示した点である。 
｢ことばの力｣の観点からみると、その高さ

と｢絵本(本)体験｣(小学校では質の高さ)に
は幼小期を通じて関連が見られた。しかし、
その低さと｢絵本(本)体験｣の関連は見いだ
されなかった。この結果は、教育の可能性を
示唆するものにほかならない。幼児期からの
｢絵本体験｣や｢ことばの力｣が低い子どもの
中にも、小学校低学年期では、体験量が多い
子どもが多くいたのである。｢子どもと絵本
(本)｣をつなぐ｢人｣が存在することによって、
子どもの目の前に｢ことばの力｣をはぐくむ
であろう｢絵本(本)の世界｣が開かれるので
ある。 
しかし、学年により観察クラスが異なった

こともあり、｢絵本(本)の世界｣に開かれた子
どもたちが、｢ことばの力｣を伸ばしていく過
程までは、本研究では追うことはできなかっ
た。今後は、そうした子どもたちが、いかに
｢ことばの力｣を伸ばしうるのか、教育方法・
教材の開発を含めた検討が求められる。 
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